
＜ポスター発表の例＞

 　〇自然科学・データサイエンス領域より  
　　▸  アメリカミズユキノシタの生育を抑制するには　
　　▸  虎高生に人気のゆるキャラをつくる　　           　　
 　〇人文・社会科学領域より
　　▸ビワイチから考えるこれからの滋賀観光　　　　　　  　　　  
 　〇国際バカロレア教育より
　　▸  知識の生産において、バイアスを避けることは不可能なのか　
＜特別展示＞

　  〇国際バカロレア　課題論文  　
    〇その他探究活動　取組について
 

第3回「学問祭」
TORAHIME QUEST
　 S C I E N C E  　 D A T A 　   L I B E R A L  A R T S 　  I B

◼︎日時　令和８年２月１４日（土）

　　　　８ :25〜15:20

　８：２５〜　８：３５　開会式

　８：５０～　９：５０　ポスター発表A
１０：００～１１：００　ポスター発表B
１１：２０～１２：３０　特別講演「探究より得られる学びについて（仮）」

　　　　　　　　　　　　関西学院大学　教授　時任　隼平  氏
１３：２０～１４：００　ポスター発表A　パネルディスカッション１
１４：１０～１４：５０　ポスター発表B　パネルディスカッション２
１５：００～１５：２０　閉会式

 体育祭・文化祭に次ぐ学園祭として、課題研究発表会「学問祭」を開催します。
２年生の全生徒によるポスター発表、パネルディスカッション、特別展示など、

理系・文系・国際バカロレアの各コースの枠組みを越えて多様な「知」が集い、

対話を通して「知の活力」を生みだす新たな探究の場をつくります。

◼︎場所　長浜バイオ大学

滋賀県立虎姫高校　SSH課題研究発表会

academic festival

他

他

他

詳しくは虎姫高校のHPをご覧ください

参加申し込み

(JR田村駅前）

◼︎内容　


